


SAGA COLLECTIVEとは
佐賀県の伝統産業10種のメーカー11社からなる協同組合。

（⽇本酒）
天⼭酒造

（ゆず製品）
川原⾷品

（うれしの茶）
⼩野原製茶問屋

（佐賀海苔）
三福海苔

（醤油・味噌）
丸秀醤油

（諸富家具）
レグナテック

（賛助会員）
旅館あけぼの

（鍋島緞通）
吉島伸⼀鍋島緞通

（神埼そうめん）
井上製麺

（有⽥焼）
李荘窯業所

（和紙）
名尾⼿すき和紙

（うれしの茶）
徳永製茶
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異業種が集まった経緯

個々の海外展開 懇親会 共同イベント 補助事業 コラボ商品 協同組合
として法⼈化
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〜2017 2017 2018 2019 2020 2021.10.01
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佐賀から世界へ、世界から佐賀へ。佐賀の魅⼒を発信したい。



循環と継承
地域の⼒を次につなげる。安⼼して「継承」できる舞台を整える。
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廃棄

継承

消費

ロス

再利⽤

CO2
吸収

ものづくり

⾃然

原料

商品流通

⽣活者

つくり⼿

排出



エシカル（倫理的な）

• 環境保護
• ペーパーレス
• 梱包・包装削減
• CO2ゼロ、など

地球にやさしい

• 無添加
• 天然素材
• オーガニック
• バリアフリーデザイン、など

⼈にやさしい

• 地産地消
• 職⼈⽀援
• 男⼥参画
• 学⽣交流、など

社会にやさしい

各社がこれまで当たり前のようにやってきたことを続ける、強化する。

名尾⼿すき和紙が栽培する梶の⽊ 丸秀醤油の無添加、天然醸造の味噌 吉島伸⼀鍋島緞通の⼀⼦相伝の技術継承
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地球にやさしい
気候変動は「いま」「わたしたち」の問題。

6

海苔の不漁 和紙工房の被災

写真：NHK 写真：佐賀新聞
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カーボン・ニュートラルの3つのステップ
まずは把握。削減努⼒をした上で、カーボン・オフセットを実施。
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CO2排出量の実績と2030年の⽬標
活動開始の2021年度を基準。2024年度は累計368tCO2（22.8％）削減。

削減

Scope1
625

tCO2

Scope2
992

tCO2

610

770

584

731

527

504

（参考）
NDC
⽔準

2021 2022 2023 2030⽬標

1,116
1,031

1,617

1,380
1,315

368

Scope2：年6.1%削減
Scope1：年2.5%削減

スギ植林効果
41,818本
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596

653

2024

1,249



カーボン・クレジットの種類
どうやって（下図）、誰が認証したのか（公的、ボランタリー）に留意。
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固定吸収/貯留 Remove
空気中からCO2を吸い取ってクレジットをつくる

排出回避/削減 Reduce
排出量を削減してクレジットをつくる

⾃然吸収系
10,000円前後/t
植林、藻場再⽣など

農業系
数千円〜15,000円/t

⽔⽥から発⽣するメタンガスを減らすなど

⾃然ベース

最先端の炭素回収
数万円〜100,000円/t

ダイレクトエアキャプチャ（DAC）、バイオ炭など

再エネ・省エネ系
1,000円台〜数千円/t

太陽光パネル、省エネ機器導⼊など

技術ベース

（参考）経済産業省「カーボン・クレジット・レポート」 SA
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相殺



カーボン・オフセットを免罪符にしない

10

地元の自然由来のクレジット つくる人とつかう私たちが相思相愛

佐賀県県有林の間伐促進プロジェクト 現場を視察しお互いの活動を理解した上で契約

お⾦を払って解決ではない。CO2の排出・吸収に責任をもつ。
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SAGA COLLECTIVEの⼭
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佐賀県と協定を締結。⾃らの⼿で森林保全活動。従業員同⼠の交流の場。
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商品はすべてカーボン・ニュートラル（Scope1,2）
「環境」の切り⼝で新たな販路開拓。経済⾯でも持続可能な取り組みへ。
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活⽤
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五感を刺激するワークショップ
⼗種の麹と天然醸造を学ぶ味噌づくり。
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視察受⼊もカーボン・ニュートラル
視察⼈数、移動距離、移動⼿段からCO2排出量を算出し、オフセット。
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視察で発⽣する
CO2

⾃然を守るプロジェクトで
吸収

視察代⾦の
⼀部で援助
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視察におけるCO2排出量
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移動に伴うCO2排出量は87.7[kg]。

排出
原単位

• 視察⼈数：9[⼈]
• 移動距離：76.7[km]

• ⾃家⽤乗⽤⾞：
127[gCO2/⼈km]
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サガン⿃栖ゼロ・カーボンチャレンジマッチ
サポーターの来場⼿段によるCO2排出量を算出。知って、体感する。
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活⽤
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カーボン・ニュートラル（CN）による事業の広がり
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モノ
環境配慮商品という新たな切り⼝

• CN商品の開発
• 国内外の販路開拓

コト
ファンをつくる

• CN視察の受⼊
• 体験型イベントの開催

ノウハウ
地域社会に貢献し仲間をふやす

• CNイベントの実現
• 産官学の社会実証事業
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